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Mリサイクルマシーンに係る特許出願について 

 

国際出願第 PCT/JP2005/009728 号(発明の名称：有機系廃棄物の処理装置及び

液体分離回収方法)に基づき、以下の国において特許登録済及び申請中であるこ

とを証明します。 
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松井三郎  
京都大学名誉教授 
 

大阪府八尾市出身。1944年生れ、1962年北野高校卒業、1966年京
都大学衛生工学科卒業、1968年京都大学大学院修士課程修了、1972

年テキサス大学オースチン校大学院博士課程終了。茨城県土木部技
師、金沢大学工学部助教授を経て1987年京都大学工学部教授。2002

年京都大学大学院地球環境学堂教授。2007年定年退職名誉教授、水
制度改革国民会議理事長2009-11年、現在（株）松井三郎環境設計
事務所代表、北海道大学院客員教授、芝浦工大客員教授 

 

水環境問題を中心に環境工学の研究を行ってきた。地球環境問題や
環境哲学を研究。過去に微量有害汚染物質の研究では、活性汚泥分

解性、遺伝子損傷性物質の検出評価などの開発をはじめ、文科省科学研究特定領域｢内分泌
攪乱物質の環境評価｣研究代表（2001－05年）をつとめた。現在、乳酸菌利用の家畜飼育、
さらに糞尿乳酸菌堆肥化を通じた有機農業の普及とつなげて、人の屎尿分離と農業利用を
推進するエコロジカルサニテーション運動を途上国で普及。また有機廃棄物を「亜臨界水
反応」で処理し、飼料化肥料化の開発中。福島県放射能除染方法の開発に協力技術提案。 

 

学会、社会活動 

財：国際湖沼環境委員会科学委員兼理事として世界湖沼環境会議開催などを20年以上にわ
たって貢献している。ストックホルム水会議科学プログラム委員として1996年から12年に
わたり会議開催に貢献した。国連地球環境ファシリティー（GEF）科学技術顧問(STAP)

（ 2002－06年）をつとめ、地球環境問題対策に係わった。国際水協会（ＩＷＡ）執行役員
（2004-06年）を務めた。世界銀行、ＪＩＣＡ、ＵＮＤＰ、イタリア・ベネチア政府等のコ
ンサルタント活動の経験。国内では、平成２０年福田首相、麻生首相「地球温暖化問題懇
談会」委員。過去に建設省水循環審議委員会委員、滋賀県環境審議会委員、下水道協会政
策研究会委員、厚生労働省水循環健全化に向けた水道総合施策検討委員会等をつとめた。 

主たる著書  

「京都学派の遺産ー生と死と環境」晃洋書房出版2008年「地球環境保全の法としくみ」コ
ロナ社出版2005年、「今なぜ地球環境なのか」コロナ社出版2002年、『都市水管理の先端分
野 行きづまりか希望か』技報堂出版2003年,『地球ウインドウズ 土木建設技術者のため
の地球環境入門』技報堂出版1996年, Saburo Matsui(co-author),Municipal Solid Waste 

Management-Strategies and Technologies for Sustainable Solutions, Springer,2002, 

Guidelines of Lake Management,Vol.8 The World’s Lakes in Crisis, ILEC/UNEP, 

1997,Guidelines of Lake Management,Vol. 4, Toxic Substances Management in Lakes 

and Reservoirs,  ILEC/UNEP, 1991 Frontiers in Urban Water Management IWA 

Publishing 2001.他。 

 
主たる受賞歴  
1983年 月刊「水」賞受賞 
1994年 北米環境工学教授協会優秀講演者賞受賞 
1995年 土木学会環境工学フォーラム論文賞受賞 
1995年 カナダ環境省国立水研究所ヴォーレンワイダー博士記念講演賞受賞 
2002年 日本水環境学会「学術賞」 
2008年 環境システム制御計測学会 功績賞 
2008年 テキサス大学オースチン 土木・建築・環境工学アカデミー会員 
2009年 国際水協会名誉会員推挙 
2010年 下水道協会 功労賞 
2012年 環境科学会 功労賞 
 



学会会員 
国際水協会 名誉会員 
日本土木学会 フェロー会員、 
英国土木学会 フェロー会員 
アメリカ化学会会員 
国際陸水学会会員 
環境システム計測制御学会 名誉会員 
日本下水道協会 特別会員 
日本水道協会 特別会員 
日本水環境学会 会員 
日本薬学会  会員  
 
         「ベトナムとの交流暦」 
ベトナム 科学技術アカデミー Ｖｉｔｅｎａｍ Ａｃａｄｅｍｙ of Science and 
Technology 
の 環境技術研究所 と 京都大学地球環境大学院で学術交流協定を結び 
排水処理、都市廃棄物対策の研究を進めてきた。 
また、大阪大学がホスト校として ＪＳＰＳ日本ベトナム学術交流プログラムに１０年間
参加している。 
 ＪＩＣＡ 南ベトナム沿岸省水道衛生無償援助協力事業顧問（２００８－２００９年） 

 
「サウジアラビア王国との交流暦」 

アブドラー王立科学技術大学院（ＫＡＵＳＴ）日本科学技術センター(ＪＳＡＡＣ)京大代
表（２００８－）２０１０年９月 集中講義[日本工業文明論]  
      「バーレン王国との交流暦」 
日本バーレン修好４０年記念事業：記念講演「日本の近代工業化と中小企業政策」日本バ
ーレン友好協会主催、２０１２年１１月４日 
 

「中国との交流暦」 
中国湖沼管理事業支援 中国環境省湖沼研究所に協力１９９０年より―現在に至る。 
第４回世界湖沼会議、杭州－西湖１９９１年科学プログラム委員、第１３回世界湖沼会議 
武漢、２００９年１１月科学プログラム委員、日本準備委員会委員長 
ＪＩＣＡ「亜臨界水反応技術を活用した資源循環型社会整備システムの構築可能性調査」
技術検討委員会委員長（２０１０－） 
 
        「世界水フォーラム参加暦」 
２０００年 第２回 オランダ・ハーグ 世界湖沼問題パネル討論、 
２００３年 第３回 京都  都市衛生会議セッシオン基調講演、 
２００６年 第４回 メキシコ 都市下水道セッシオン議長、 
２００９年 第５回世界水フォーラム（トルコ） 第６セッシオン 基調講演者 
スエーデンーストックホルム水フォーラム科学プログラム委員 
１９９６年―２００６年まで １１年間 プログラム委員 
ストックホルム水大賞少年賞審査委員 ２００２－２００５年 
 
             「国際 NGO支援協力」 
「社団法人 日本国際民間協力会: Nippon International Coop eration for Community 
Development（NICCO）理事 
1992年カンボジア環境調査、エコサントイレの指導で、ベトナムプロジェクト、アフリカ・
マラウイ プロジェクト、ハイチ復旧支援事業を協力中（１９９２－現在）。 
 

 



Ｍリサイクルマシーン推薦状 

 

 Mリサイクルマシーンは、「亜臨界水反応」の原理に基づき、都市ごみや畜糞糞尿等の様々
な廃棄物（バイオマス）を高温・高圧の水蒸気で短時間に処理し、機能的で高品質な堆肥
や飼料を効率的に製造する『次世代型資源循環技術』です。未利用材からは、バーク堆肥
や牛の嗜好性の高い粗飼料に加え、付加価値の高いフルボ酸を副産物として製造すること
も可能です 
 現行の廃棄物の処理・処分システムは、廃棄物の長距離輸送，焼却や埋立投棄に伴う多
量の温暖化ガスの発生，有害ガスや滲出水による環境汚染など様々な問題を抱えています。
廃棄物の適正管理するため、「3R」（Reduce, Reuse, Recycle）の原則に基づき、公民の適切な
役割分担のもとで資源循環型社会を実現することが各国の政策課題となっています。また、
国連の「持続可能な開発目標／SDGs」（2015）にも、温暖化ガスの削減とならび、資源効率
性に係る目標が規定されています。しかし、現段階における技術システムは、効率性や費
用対効果等の面で問題が多く、抜本的な対策は国内外ともにまだ十分に確立されていない
といえます。 
 これに対して、この M リサイクルマシーンは、膨大な処理・処分費をかけて捨てざるを
得なかった都市ごみや畜産ごみなどを有用な資源として再生する革新的なコア技術です。
このマシーンは、亜臨界水反応プロセスによって、これらの有機質廃棄物を有用な低分子
化合物に高速分解し、安心・安全で品質の高い有機肥料や家畜飼料等として活用できる道
筋を拓きます。  
 その結果、下図に示すように、食の安心・安全はもとより、食料自給率の安定的な確保
までも視野に入れた付加価値の高い有機農業モデルの実現が可能となります。生成物は高
効率バイオガス原料や乾燥ごみ燃料（RDF）としても使えるので、再生可能エネルギーの供
給にも有用です。これらの諸方策を総合的に組み合わせることにより、地域に「資源循環
産業クラスター」を興し、地域創生に貢献したいと念願するものです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝浦工業大学名誉教授 松下潤 
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松下 潤 MATSAUSHITA JUN   

中央大学 研究開発機構教授（工学博士） 

芝浦工業大学 名誉教授 （工学博士） 

システム工学部 環境システム学科  

 

◆ 担当授業科目 

環境と文明社会、都市基盤設備計画、開発計画論、建設環境論、建設環境システム演習 

大学院：環境インフラ計画特論 

  

◆研究専攻分野：  

都市開発計画、環境共生都市、環境基盤（インフラ計画）  

  

◆所属研究団体：  

 

◆所属学会  

都市住宅学会 

水環境学会  

水資源学会  

都市計画学会  

土木学会 

廃棄物学会  

 

◆研究テーマ：  

①環境共生都市や循環型社会を支える「環境基盤計画」②公共土木事業における市民参加

をもとにした「計画決定システム」、③ネットコミュニティ④都市開発・住宅開発における

「環境の事業化（=エコビジネスモデル） 

 

◆社会的活動：  

①芝浦工業大学：環境管理計画（ＩＳＯ１４０００）委員、生涯学習センター員 ②土木

学会：「地球環境委員会」幹事、「土木計画学」編集委員③国土交通省；「荒川流域みらい会

議」委員「同市民懇談会」座長④岩槻市「都市計画審議会」委員、などを務める。 

 

◆生年月日 1948年 05月 

◆出身学校：京都大学 大学院工学研究科衛生工学専攻（修士課程）修  

◆趣味：スポーツは水泳、文化は尺八・囲碁・旅行（歴史的土木資料の探訪）、阪神タイガ

ースの応援 





推 薦 書 

 

現世における人類究極の急務は地球環境の保護及び保全であり、 

循環型社会の構築である 

この両面を兼ね備えた“地球の救世主” 

亜臨界水反応装置 “Ｍリサイクルマシーン”を 

ここに 推薦します。 

 

        ２００７年９月２１日 





ＣＭＦ国際大学 学長 木原秀成 

 

ＩＳＣ地球運動提唱者 哲学博士 経済学博士 ＣＭＦ国際大学 学長 

米国財団法人ＣＭＦ国際財団 国際本部 総裁 米国大学教授連盟会員 

實言宗 管長 宗教法人 實言寺 座主 蓮華院金剛寺 座主 防衛省所管 

財団法人日本国防協会 永年会員  

 

人類・万類の幸福の実現のため、平和と環境の創造をめざして、宇宙本位(コスミカリズム)

にもとづくＩＳＣ地球運動精神のもと、９つの未来構想をかかげて『誇れる国づくり･魅力

ある人づくり』を推進している 

 

1945年大分県生まれ。 

1984年 7月 21日・1985年 11月 20日の２回にわたる「真言密教の開祖・弘法大師空海」

との不思議な霊的結縁をする。  

 

人間の運命の法則を、心理学・大脳生理学・科学・波動学・分子生物学・仏教唯識学・ヨ

ガなどさまざまな分野を研究し、また、真言密教の教義・行法をはじめ、断食行・滝行・

瞑想法などの修行を通じ、わが国で初めて宇宙の真理から科学的・学術的・具体的に体系

化し、「運命創造学」を確立。この 15年の研究と実務の実績が認められ、1999年 9月哲学

博士学位を授与される。これまでに延べ 8000人以上に運命創造学を教授し、3000人以上

の運命指導をする。  

 

また、1967年より、ＭＬＭ商法（マルチレベルマーケティングビジネス）を研究しており、

2000 年 6 月、33 年間の研究が認められ、経済学博士学位を授与され、正しいＭＬＭ企業

の育成に尽力している。 

 

1968年より研究を始め、1992年より『誇れる国づくり･魅力ある人づくり』のため宇宙本

位(コスミカリズム)に基づく９つの未来構想をかかげ、地球社会の未来創造のため、グロー

バルな視点に立ち、世界を動かしているアメリカ、それも地球の楽園の一つであるハワイ

州に 2003年ＣＭＦ国際財団(国際本部)を設立。2001年 10月には、それまでの実績と事業

構想が認められ、ニューヨークに本部がある「国際平和協議会」から表彰されている。 

 

世界に向けてＩＳＣ地球運動を発進し続け、同じ志のある政治家・経営者・学者・医者・

教育者・ビジネスマン・主婦と幅広い方々が賛同し、大きな鼓動になりつつある。 





 



 

 



杉 浦 則 夫 

所属 筑波大学 名誉教授 

    芝浦工業大学 客員教授 

    マレーシア日本国際工科院(MJIIT)  教授 

     国際環境政策研究会 副会長 

学位 農学博士(日本大学)  

研究分野 

•土木工学 / 土木環境システム /  

•環境学 / 環境技術・環境材料 /  

•境界農学 / 環境農学 /  

•農芸化学 / 応用生物化学 /  

 

経歴 

1968年 3月 防衛庁海上自衛隊第 20期航空学生、 

1974年 3月 信州大学農学部卒業、 

1974年 4月 茨城県企業局水質検査室技師、 

1990年 4月 茨城県衛生研究所主任研究員、 

1995年 4月 茨城県企業局水質管理センター主査、 

1998年 7月 筑波大学農林工学系助教授 

2004年 4月 筑波大学 大学院・生命環境科学研究科 助教授 

2005年 4月 筑波大学 生命環境科学研究科・大学院 ・教授 

2006年 1月 筑波大学 大学院生命環境科学研究科・教授 

2009年 4月 筑波大学 大学院生命環境科学研究科博士後期課程生命産業科学専攻長  

2013年 4月 筑波大学 特命教授 

2013年 9月 マレーシア工科大学 教授 

 

兼任職歴等 

1990年 4月 1日～現在            国立環境研究所客員研究員 

1992年 4月 1日～1996年 3月 31日 茨城大学工学部非常勤講師 

2003年 5月 1日～2005年 7月 31日 オーストラリアニューサウスウェールズ大学客員教授 

2005年 11月～現在        中華人民共和国 河南科技大学客員教授 

2006年 2月 10日～現在           中華人民共和国 鄭州大学客員教授 

2007年 11月～2010年 10月        中華人民共和国 中国地質大学（北京） 

2008年 4月 1日～2010年 3月 31日 首都大学東京 客員研究員 

2010年 9月～2012年 8月     中華人民共和国 江南大学客員教授  



受賞 

1984年 日本水質汚濁研究協会(現水環境学会)論文賞  

1997年 国際オゾン学会優秀賞 国外 

2000年 日本水処理生物学会論文賞 

2001年 環境省環境管理局水環境部長 表彰 

2003年 生態工学会論文賞 生態工学会 

2007年 日本水処理生物学会論文賞 日本水処理生物学会 

2008年 月刊「水」論文賞  月刊「水」 

2010年 第 13回日本水処理生物学会 学会賞 

2011年 第 4回国際水産学会最優秀特別講演賞 

2011年 ペルー共和国チャンカイ市長賞 

 

原著論文 

Methane production from rice straw pre treated by a mixture of acetic - propionic acid.  

Zhao R, Zhang Z, Zhang R, Li M, Lei Z, Utsumi M, Sugiura N  

Bioresource technology    101 990- 994   2010年 2月   [ 査読有り]  

Electrochemical reduction of nitrate using various anodes and a Cu/Zn cathode  

Li M., Feng C.,  Zhang Z., Shen Z., and Sugiura N  

Electrochemistry Communications    11(10)  1853- 1856   2010年   [ 査読有り]  

Simultaneous regeneration of zeolite and removal of ammonia using an electrochemical 

method 

Li M., Feng C., Zhang Z., Lei X., Chen N., and Sugiura N  

Microporous and Mesoporous Materials    in press     2010年   [ 査読有り]  

下水汚泥の亜臨界水処理による農業資源再生利用 

宮代知直、杉浦則夫、松井三郎 

IWA- ASPIRE  2011年 10月 

鉄電解脱リン方式浄化槽から回収されたリン資源の成分分析および肥効試験 

佐野彰, 鹿又真, 井上廣輝, XU Kai‐Qin, 杉浦則夫, 稲森悠平 

用水と廃水   54(11)  870- 875   2012年 11月 

Highly - emcient Anaerobic Digestion of Refractory organic yVaste using Subcritical 

VaterHydrolysis as Pretreatment Process  

TOMONAO MIYASHIRO,QINGHONG WANG YINGNAN, KAZUYA SHIMIZU, NORIO SUGIURA, SABURO MATSUI 

日本水処理生物学会誌 第 48巻第１号 

その他：２０３編 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.1016/j.biortech.2009.09.020
http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202297080561938


報告書・総説・その他 

マイクロチップ電気泳動を利用した有毒藍藻の定量に関する基礎的検討 

岡野邦宏, 宮田直幸, 杉浦則夫, 尾崎保夫 

日本水処理生物学会誌 別巻   (32)  48   2012年 10月 

水耕・沈水植物緩衝帯技法による植物の種類・水耕面積等と浄化機能の解析評価 

稲森隆平, 呂志江, 鈴木理恵, 杉浦則夫, 徐開欽, 稲森悠平 

日本水処理生物学会誌 別巻   (32)  52   2012年 10月 

有毒藍藻および藍藻捕食原生動物に対する銀ナノ粒子の影響解析 

清水和哉, 金沢彩子, 仲亀雄哉, 有吉理, 片岡知里, 長坂征治, 竹井弘之, 岩見徳雄, 杉

浦則夫, 柏田祥策 

日本水処理生物学会誌 別巻   (32)  36   2012年 10月 

大型水生動植物生態系モデルによる界面活性剤の化学物質の影響評価 

呂志江, 杉浦則夫, 徐開欽, 西村浩, 林紀男, 稲森隆平, 稲森悠平 

日本水処理生物学会誌 別巻   (32)  39   2012年 10月 

かび臭産生藻類の個体群動態と水環境因子の関係解析 

廣川真理子, 天野千恵, 内海真生, 杉浦則夫 

日本水処理生物学会誌 別巻   (32)  35   2012年 10月 

 

その他報告書、総説・解説など 

235編 

所属学協会 

日本水処理生物学会 会長 国内学会 評議員、編集委員、受賞選考委員(担当年度：

1994,1998,2000- )  , 日本水環境学会  国内学会 編集査続委員(担当年度：1993- 1998) , 

国際水質汚濁学会 国外学会 

 

http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202290542881564
http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202290469617861
http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202268199905058
http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202236681756516
http://jglobal.jst.go.jp/detail.php?from=API&JGLOBAL_ID=201202230652141571
http://researchmap.jp/index.php?action=pages_view_main&active_center=snsview_view_main_search_summary&summary_id=12917&heading_id=8&search_title=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B0%B4%E5%87%A6%E7%90%86%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E3%80%80%E5%9B%BD%E5%86%85%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E8%A9%95%E8%AD%B0%E5%93%A1%E3%80%81%E7%B7%A8%E9%9B%86%E5%A7%94%E5%93%A1%E3%80%81%E5%8F%97%E8%B3%9E%E9%81%B8%E8%80%83%E5%A7%94%E5%93%A1%28%E6%8B%85%E5%BD%93%E5%B9%B4%E5%BA%A6%EF%BC%9A1994%2C1998%2C2000-%29#_active_center_0
http://researchmap.jp/index.php?action=pages_view_main&active_center=snsview_view_main_search_summary&summary_id=12917&heading_id=8&search_title=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B0%B4%E5%87%A6%E7%90%86%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E3%80%80%E5%9B%BD%E5%86%85%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E8%A9%95%E8%AD%B0%E5%93%A1%E3%80%81%E7%B7%A8%E9%9B%86%E5%A7%94%E5%93%A1%E3%80%81%E5%8F%97%E8%B3%9E%E9%81%B8%E8%80%83%E5%A7%94%E5%93%A1%28%E6%8B%85%E5%BD%93%E5%B9%B4%E5%BA%A6%EF%BC%9A1994%2C1998%2C2000-%29#_active_center_0
http://researchmap.jp/index.php?action=pages_view_main&active_center=snsview_view_main_search_summary&summary_id=12916&heading_id=8&search_title=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B0%B4%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E3%80%80%E5%9B%BD%E5%86%85%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E7%B7%A8%E9%9B%86%E6%9F%BB%E7%B6%9A%E5%A7%94%E5%93%A1%28%E6%8B%85%E5%BD%93%E5%B9%B4%E5%BA%A6%EF%BC%9A1993-1998%29#_active_center_0
http://researchmap.jp/index.php?action=pages_view_main&active_center=snsview_view_main_search_summary&summary_id=12915&heading_id=8&search_title=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E6%B0%B4%E8%B3%AA%E6%B1%9A%E6%BF%81%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E3%80%80%E3%80%80%E3%80%80%E5%9B%BD%E5%A4%96%E5%AD%A6%E4%BC%9A#_active_center_0


Ｍリサイクルマシーン推薦者一覧表 

 2018年8月1日

会 長 松井　三郎 京都大学 名誉教授　 　博士(工学)

会 長 補 佐 吉村　和就 グローバルウォータ・ジャパン 代表

副 会 長 杉浦　則夫 筑波大学 名誉教授　 　博士(農学)

副 会 長 ペマ・ギャルポ 拓殖大学 教授　 　　　博士(政治学)

理 事 長 宮代　知直 Ｍグループ 会長　 　　　博士(学術)

幹 事 長 松下　潤 芝浦工業大学 名誉教授 　　博士(工学)

本 部 長 日高　秀敏 天恩山五百羅漢寺 代表役員

副 理 事 長 田塩　享寛 GLOBAL ASIA INVESTMENT CEO

副 理 事 長 麻生　義継 スカイグループホールディングス㈱ 代表取締役

副 理 事 長 鈴江　崇文 ㈱フィット 代表取締役

副 幹 事 長 水口　浩 海外医療旅行㈱ 代表取締役

副 幹 事 長 近藤　アスカ ママテレサホールディングス 会長

副 幹 事 長 郡司　善夫 ㈱ＥＧプランニング 代表取締役

副 本 部 長 小櫻　洋三 有限会社健美感 代表取締役

副 本 部 長 増田　裕 スカイアグリリソース㈱ 代表取締役

副 本 部 長 安斎　聡 ㈱安斎管鉄 取締役

広 報 部 長 三原　弘樹 ㈱スリーベイシス 代表取締役

情 報 局 長 上田　佳湖 ㈱エンフィールド 代表取締役

情 報 員 廣瀬　真木 公益財団法人日本国防協会 会員

情 報 員 奈須　碧 ㈱アキサカ サービス部

情 報 員 ヨコオ　ゆりあ ママテレサホールディングス 会長秘書

副 事 務 長 苑田　貴彦 G-8 INTERNATIONAL TRADING㈱専務取締役

事 務 長 伊藤　由彦 G-8 INTERNATIONAL TRADING㈱専務取締役

事 務 局 長 宮川　隆 G-8 INTERNATIONAL TRADING㈱代表取締役

名 誉 顧 問 日高　宗敏 天恩山五百羅漢寺 貫主

特 別 顧 問 平岡　裕治 公益財団法人日本国防協会 副会長　　　第24代航空幕僚長

特 別 顧 問 木原　秀成 一般財団法人国づくり人づくり財団 理事長

特 別 顧 問 浜田卓二郎 弁護士法人浜田卓二郎事務所 元衆議院議員

特 別 顧 問 菅沼　光弘 アジア社会経済開発協力会 会長　 　

特 別 顧 問 岡光　序治 ㈱輝陽 顧問　　　　元厚生事務次官

特 別 顧 問 荻原　治隆 MIO ASOCIATES CORPRATION 代表取締役

顧 問 石橋　良三 元広島県議会 副議長

顧 問 吉村　俊治 共和化工㈱ 代表取締役

顧 問 花村　進治 ㈱ホクコン 代表取締役

顧 問 中井　英治 ㈱エース・クリーン 代表取締役

顧 問 藤原　充弘 フジワラ産業㈱ 代表取締役

顧 問 山本　富士夫 ㈱輝陽 代表取締役

相 談 役 田村　千夏 ㈱ジュン・コーポレーション 取締役

相 談 役 田中　義人 ㈱ホクコン 代表取締役副社長

相 談 役 益田　祐美子 ㈱平成プロジェクト 代表取締役

相 談 役 堀内　健次 アサヒバイオフーヅ㈱ 代表取締役

相 談 役 小野　勝弘 ㈱マーコムインターナショナル 代表取締役

相 談 役 生野　隆行 一般社団法人環境保全技術振興機構 代表理事

学 術 顧 問 細川　淳一 筑波大学 名誉教授　　博士(健康科学)

学 術 顧 問 野口　基一 ㈱ウォーターエージェンシー 顧問　　　　博士(衛生工学）

学 術 顧 問 後藤　雅史 マレーシア日本国際工科院 教授　　　　博士(工学)

学 術 顧 問 川崎　仁 タケダアンドパートナーズ特許事務所 特許弁理士

研 究 員 間世田英明 国立研究開発法人　産業技術総合研究所 　　　　　　博士(農学)

研 究 員 岡崎　理香 桐蔭横浜大学院　法学部邦楽研究科 研究助手

研 究 員 日比野忠史 広島大学 准教授　　　博士(工学)

研 究 員 内海　真生 筑波大学 准教授　　　博士(理学)

研 究 員 清水　和哉 筑波大学 准教授　　　博士(農学)

研 究 員 中川　直子 立教大学 特任准教授　博士(理学)

研 究 員 鈴木　吏良 防衛医科大学校　精神科学講座 助教授

研 究 員 石崎　浩之 マレーシア日本国際工科院 客員講師

研 究 員 余　輝 中国環境科学研究院　副研究員 京都大学卒　博士(工学)

研 究 員 鄒　国燕 上海市農業科學院　副所長 岡山大学卒　博士(学術)

研 究 員 宋　祥甫 上海市農業科學院　研究員 九州大学卒　博士(農学)

研 究 員 焦　春萌 琵琶湖環境科学研究センター 専門研究員 京都大学卒　博士(理学)

研 究 員 史　江紅 北京師範大學環境學院　副教授 東農大学卒　博士(工学)

研 究 員 王　悠介 日本銀行 東京大学卒

国　際　環　境　政　策　研　究　会
役　　員（敬称省略）

名誉顧問・特別顧問・顧問・相談役（敬称省略）

学術環境研究部（敬称省略）



G- 8中国   
社名:   運嘉(江蘇)環保科技有限公司 
住所: 江蘇省如東縣馬塘鎮馬西村十九組 
 
G- 8台湾   
社名:   飛鴻環保科技股份有限公司 
住所: 台北縣汐止市新台五路一段 108號 18樓 
 
G- 8Malaysia   
社名:   NM13 SDN BHD (Co. No. 308534- W) 
住所: No.2B, Jalan Bola Tampar 13/14, Section 13, 40000 Shah Alam, Selangor  
 
G- 8Philippines   
社名:   ASCOTT Management Corporation 
住所: 14F Petron Mega Plaza 358 Sen.Gil Puyat Makati City  
 
G- 8United Arab Emirates   
社名:   Japan World Link DWC- LLC (JWD)  
住所: 1st floor B.C Head Quarter DWC Dubai UAE  
 
東北地区 総代理 
 共和化工株式会社 
 住所 宮城県仙台市青葉区立町 1- 3 広瀬通 KKビル 3階 
 
北陸地区 総代理 
 株式会社ホクコン 
住所 福井市今市町 66号 20番地の 2 
 
中国地区 総代理人 
 代理人 石橋良三 元広島県議会副議長 
 住所 広島県広島市安佐南区 
 
四国地区 総代理 
 株式会社フィット 
住所 徳島県徳島市川内町加賀須野 1069- 23 
 
全国医療廃棄物処理 
 代理人 岡光序治 元厚生事務次官 
 住所 神奈川県平塚市代官町 9- 26 


